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定時株主総会
基準日

単元株式数
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所

（郵便物送付先）

（電話照会先）
（インターネットホームページURL）
公告の方法

上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月開催
期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
100株
大阪市中央区北浜四丁目５番33号
住友信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲二丁目３番１号
住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-8701　東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部
　  0120-176-417
http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/index.html
当社のホームページに掲載する
http://www.ferrotec.co.jp/
株式会社大阪証券取引所　ジャスダック市場

株主メモ

見やすいユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

森林に配慮して適切に管理された
森林認証紙を使用しています。
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トップメッセージ

ているわけではありません。
　「Challenge1000」では、売上高1,000憶円、売上
高営業利益率10～12％をターゲットとしていま
す。こうした目標を実現するため、本年9月に新たに
中国・寧夏銀川市に石英坩堝、太陽電池用シリコン
の新工場を稼働しました。

　フェローテックは、これまで中核事業と位置付け
てきたエレクトロニクス産業向けに加えて、環境・
新エネルギー分野に経営資源を投入します。
　いま、世界各国で脱原発と再生可能エネルギー政
策を見直す機運が高まっており、メガソーラー発電
所などの計画が次々と発表されています。
　こうした動きは、欧州での財政問題の長期化、米
国の景気減速などにより一時的に停滞する可能性
を持つものの、世界の人口増などを考慮すれば、環
境・新エネルギーへのシフトはゆるぎないものとと
らえています。ただ、外国為替では、著しい円高傾向
が続いており、今後は一段と慎重な経営のかじ取り
が迫られています。当社グループは、時代の追い風
を受けた成長分野に軸足を置きつつも、周りの状況
をにらみつつ、引き続き中長期の視点で株主価値の
向上に努めてまいります。株主のみなさまのご理解
とご支援をよろしくお願い申し上げます。

　当上半期の連結売上高は357億37百万円（前年同
期比50.4％増）、連結営業利益は35億64百万円（同
58.9％増）、連結経常利益は31億38百万円（同65.8
％増）となりました。これらの結果、連結四半期純利
益は19億68百万円（同46.3％増）とほぼ計画に沿
った成果を上げることができました。
　装置関連事業においては、半導体・LED製造装置
や有機ELパネルなどのFPD製造装置向け真空シー
ルと半導体製造プロセスに使われる石英製品やセ
ラミックス製品のマテリアル品の売上が順調に推
移しました。太陽電池関連事業においては、シリコ
ン結晶製造装置の出荷に一部出荷延期が発生しま
したが、消耗品である石英坩堝は順調に推移しまし

た。また、電子デバイス事業においては、主力の自動
車温調シート向けサーモモジュールの売上高が、ほ
ぼ計画どおりとなりました。

　当社グループは、昨年創業30周年を迎えるととも
に、本年度からの3年間を「第２の創業」と位置づけ、
太陽電池関連事業および装置関連事業のLED関連
製 品 を 成 長 ド ラ イ バ ー と し た、中 期 経 営 計 画

「Challenge1000」を策定し、さらなる高みに向け
て経営資源を集中する決意です。
　これまでの31年を振り返ると、幾多の試練はあっ
たものの、おおむね順調な成長を持続できたと自負
しています。ただ、私たちはこの現状に100%満足し

■ 第２四半期累計　　■ 通期　　 予想
● 決算ハイライト

　株主のみなさまには、平素より当社グループに格別のご支援をたまわり、
誠にありがとうございます。ここに当第2四半期の取り組みに対するご報告
をさせていただきますとともに、今後の飛躍にお力添えくださいますよう
心よりお願い申し上げます。

株主のみなさまへ

代表取締役社長  山 村  章

環境・新エネルギー分野に経営資源を集中し、
“第2の創業”に挑みます。

上半期の状況と成果

3カ年の中期経営計画を始動

今後の課題に向けて

（単位：百万円）

平成22年
3月期

平成23年
3月期

31,541

13,423

57,880

23,765

平成24年
3月期

63,000

35,737

連結売上高

平成22年
3月期

平成23年
3月期

703

△543

6,931

2,243

平成24年
3月期

5,200

3,564

連結営業利益又は営業損失（△）

平成22年
3月期

平成23年
3月期

156

△437

4,483

1,344

平成24年
3月期

2,700

1,968

連結四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）
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事業展開

■ 技術開発とものづくりの30年 ■ 今後は環境・新エネルギー分野に注力

こ れ ま で の フ ェ ロ ー テ ッ ク 、 こ れ か ら の  フ ェ ロ ー テ ッ ク 。

　1980年の設立以来、当社は磁性流体を応用した
真空シールとサーモモジュールをはじめとする先進
的な技術を、エレクトロニクス・半導体・工作機械・民
生機器など多くの産業界に提供してきました。

　設立30周年となった前期を終え、当社は「第2の
創業」に向けた飛躍を目指していきます。
　太陽電池やLEDを核とする環境・新エネルギー分
野は、世界的な需要の高まりを受け、今後一層の成

　1990年代からは海外での生産を開始し、石英製
品やセラミックス製品、シリコンウェーハ加工など、
ものづくりの幅を拡げて成長を加速。そして2005
年、次代を担う太陽光発電分野に参入しました。

長が見込まれます。当社は、この拡大市場を次なる
成長の舞台と定め、積極的な投資を実施し、事業構
造の転換を遂げてまいります。

1980年〜　磁性流体製品（真空シール）の製造・開発を開始

　　1983年〜　シリコン単結晶引上炉の販売を開始

　　　　1992年〜　サーモモジュール・モジュール用材料の製造・販売を開始

　　　　　　1998年〜　半導体関連事業向け石英製品の販売を開始

　　　　　　　　2002年〜　シリコンウェーハ加工・工作機械等の受託（CMS）事業を開始

　　　　　　　　　　2005年〜　太陽電池関連事業（結晶製造装置、坩堝の製造・販売）を開始

　　　　　　　　　　　　2008年〜　セラミックス製品の製造・販売を開始

事業拡大の歩み

太陽電池製造工程における製品ラインナップ

を拡張。そして製造拠点を強化し、供給力を増大

します。

真空蒸着装置に続き、LED製造に必要な装置・

装置部品の提供を拡げるべく、技術力を高め

ていきます。

シリコン単結晶引上装置 真空蒸着装置

● 機能・品質の向上

● 生産能力の拡大

● 新製品の投入

● 海外営業力の強化

● 新製品の開発

● 蒸着装置の拡販

● 製造技術の確立

太陽電池関連ビジネスの
さらなる拡大に向けて

LED関連ビジネスの
さらなる拡大に向けて

● 真空シール／石英製品／セラミックス
● 磁性流体　創業以来の当社グループのコアとなる技術

磁性流体・真空技術事業のコア技術とノウハウを蓄積 コア技術とノウハウを活かした太陽電池関連事業の成長

米国元親会社を子会社化しグローバル企業に変貌 太陽電池向けシリコン結晶製造装置・坩堝
を中心とした太陽電池関連事業の成長

1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011
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セグメント別事業概況

当社は、製品用途の類似性と販売先業種により区分し、「装置関連事業」「太陽電池関連事業」及び「電子デバイス
事業」の３事業を報告セグメントとしております。

装置関連事業

太陽電池関連事業

146億円

166億円

売上高

売上高

石英製品

セラミックス製品

18億円

9億円

営業利益

32億円
売上高

5億円
営業利益

営業利益

売上高構成比

40.9％

売上高構成比

9.0％

売上高構成比

46.5％

真空シール

　各製品の需要に一服感が見られたものの、半導体・LED製造装置や有機ELパネル
等のFPD製造装置向け真空シールに加え、半導体製造プロセスに使われる石英製品
やセラミックス製品などのマテリアル品がほぼ計画どおりで推移しました。

角槽坩堝

ウェーハ

　シリコン結晶製造装置の出荷は、一部で出荷延期が発生しました。太陽電池用シ
リコンは、太陽電池セル・モジュールの市場在庫が増加したことから、太陽電池用ウ
ェーハの価格が下落したものの、計画を上回りました。消耗品である石英坩堝は、堅
調に推移しました。

石英坩堝

電子デバイス事業

サーモモジュール

磁性流体

　主力の自動車温調シート向けサーモモジュールは、好調な自動車販売に支えられ
底堅く推移しました。民生製品向けでは、家電需要が一巡したものの、バイオ向けや
光通信向けなどの高機能製品が堅調に推移しました。

■ 装置関連事業　　■ 太陽電池関連事業　　■ 電子デバイス事業　　■ その他

平成23年3月期
第２四半期

平成24年3月期
第２四半期

130

67
309

146

166

32 11

237

357

平成23年3月期
第２四半期

平成24年3月期
第２四半期

13

3
4

1

18

9

5
2

22

35

■ セグメント別売上高の状況 ■ セグメント別営業利益の状況（単位：億円） （単位：億円）

　半導体・FPD・LED関連など先端産業のビジ
ネスパートナーとして、真空シール、石英製品、
セラミックス製品等を生産しています。

　太陽電池生産の前工程を広くカバー。シリコ
ン結晶製造装置の他、消耗品の石英坩堝、部材の
シリコン製品等を生産しています。

　エレクトロニクス産業を中心にさまざまな分
野で活躍するサーモモジュールや磁性流体等を
生産しています。

※ 記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。
各セグメントの売上高は、外部顧客に対する数値を記載しております。また、営業利益の合計は内部調整後の数値を記載いたしております。
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杭州大和熱磁電子有限公司
杭州和源精密工具有限公司
杭州先進石英材料有限公司
杭州晶鑫科技有限公司

上海漢虹精密機械有限公司
上海申和熱磁電子有限公司

寧夏銀和新能源科技有限公司
寧夏富楽徳石英材料有限公司

上海杭州

銀川

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期
平成23年4月１ 日から
平成23年9月30日まで

前第２四半期
平成22年4月１ 日から
平成22年9月30日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 2,460 527

投資活動による
キャッシュ・フロー △4,701 △1,124

財務活動による
キャッシュ・フロー 8,331 1,457

現金及び現金同等物に係る
換算差額 36 △286

現金及び現金同等物の
増加額 6,127 573

現金及び現金同等物の
期首残高 7,310 5,867
現金及び現金同等物の
四半期末残高 13,438 6,440

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結貸借対照表� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期
平成23年9月30日現在

前期
平成23年3月31日現在

資産の部
流動資産 48,979 36,133
固定資産 28,080 25,365
 有形固定資産 22,320 19,204
 無形固定資産 2,546 2,812
 投資その他の資産 3,213 3,349
資産合計 77,059 61,499
負債の部
流動負債 35,021 25,848
固定負債 7,408 10,086
負債合計 42,429 35,935
純資産の部
株主資本 36,364 27,362
その他の包括利益累計額 △2,616 △2,701
少数株主持分 882 903
純資産合計 34,630 25,564
負債純資産合計 77,059 61,499

連結損益計算書� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期
平成23年4月１ 日から
平成23年9月30日まで

前第２四半期
平成22年4月１ 日から
平成22年9月30日まで

売上高 35,737 23,765
売上原価 25,688 16,254
売上総利益 10,049 7,511
販売費及び一般管理費 6,484 5,267
営業利益 3,564 2,243
　営業外収益 190 173
　営業外費用 616 524
経常利益 3,138 1,893
　特別利益 79 104
　特別損失 402 81
税金等調整前四半期純利益 2,814 1,916
　法人税等 773 568
少数株主損益調整前四半期純利益 2,041 1,347
　少数株主利益 73 2
四半期純利益 1,968 1,344

連結包括利益計算書� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期
平成23年4月１ 日から
平成23年9月30日まで

前第２四半期
平成22年4月１ 日から
平成22年9月30日まで

少数株主損益調整前四半期純利益 2,041 1,347
その他の包括利益 95 △939
　その他有価証券評価差額金 △128 △128
　為替換算調整勘定 213 △806
　持分法適用会社に対する持分相当額 9 △4
四半期包括利益 2,136 407
　（内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 2,053 415
　少数株主に係る四半期包括利益 82 △7

連結財務データ（要約）

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

ニュース

太陽電池関連事業の拡大に向けた設備増強と資金調達

● 中国・銀川に太陽電池関連の新工場を設置

● 増産体制の構築に向けて資金調達を実施

　本年４月、中国の寧夏回族自治区銀川市に太陽電
池関連事業の製造子会社を2社設立しました。当社
の中国子会社、上海申和熱磁電子有限公司および杭
州先進石英材料有限公司の製造拠点「銀川工場」と
して機能します。
　新子会社のうち、シリコンインゴットの製造・販
売を行う寧夏銀和新能源科技有限公司は、単結晶イ
ンゴットを年間600トン、多結晶インゴットを同
840トン生産する能力を有し、石英坩堝の製造・販
売会社である寧夏富楽徳石英材料有限公司は、一流
のオートメーション設備を備え、高性能の石英坩堝
を年間12万個生産します。
　いずれも稼働を開始しており、中国太陽電池市場

の旺盛な需要を逃さず獲得していきます。

　当社は本年7月、新株式発行および株式売出しに
よる公募増資ならびに第三者割当増資を実施しま
した。これは、太陽電池関連事業を中心とする増産
投資のための資金確保と、短期借入金の返済を目的
とするものです。
　 本 件 増 資 に よ り、当 社 の 発 行 済 株 式 総 数 は
30,507,624株となりました。調達資金のうち、60
億5千万円を連結子会社への投融資資金に充当する
予定です。

中国における
生産拠点

「銀川工場」オープニングレセプション当日の様子
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株式情報（平成23年9月30日現在）

株式の状況

発 行 可 能 株 式 総 数 67,000,000株

発 行 済 株 式 総 数 30,507,624株

株 主 数 25,396名

大株主
株　主　名 持株数

（株）
持株比率

（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口) 1,459,500 4.79

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社(信託口) 1,023,800 3.36

大阪証券金融株式会社 965,800 3.17

山村　章 807,400 2.65

THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A LONDON 
SECS LENDING OMNIBUS ACCOUNT 462,000 1.51

株式会社三菱東京UFJ銀行 420,000 1.38

三井造船株式会社 410,000 1.34

住友信託銀行株式会社 400,000 1.31

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD
AC ISG （FE-AC） 371,670 1.22

大和証券株式会社 325,700 1.07

（注）当社は自己株式93,344株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

■ 個人その他 25,012名 98.49%
■ 外国法人等 108名 0.42%
■ その他法人 198名 0.77%
■ 証券会社 55名 0.21%
■ 金融機関 22名 0.08%

■ 個人その他 16,575,149株 54.49%
■ 外国法人等 4,474,959株 14.71%
■ その他法人 1,182,172株 3.88%
■ 証券会社 2,024,098株 6.65%
■ 金融機関 6,157,902株 20.24%

所有者別株式分布状況

（注）自己株式93,344株は上記の円グラフ中の株主数・株式数に含まれていません。

株主数　25,395名

株式数　30,414,280株

会社情報（平成23年9月30日現在）

会社概要

商 号 株式会社フェローテック

（ 英 文 表 記 ） Ferrotec　Corporation

設 立 昭和55年９月27日

資 本 金 130億134万6,010円

株 式 公 開 JASDAQ　平成８年10月18日
（証券コード：6890）

決 算 期 ３月31日

従 業 員 数 212名

役員

事業所

本 社 〒104-0031  東京都中央区京橋1-4-14

本 社 事 務 所 〒103-0027  東京都中央区日本橋2-3-4
日本橋プラザビル５階

関 西 営 業 所 〒564-0051  大阪府吹田市豊津町11-34
第10マイダビル1階

千 葉 工 場 〒289-2131  千葉県匝瑳市みどり平1-4

会 津 工 場 〒965-0102  福島県会津若松市真宮新町
北2-53

グローバルネットワーク（平成23年10月1日現在）

国 内
株式会社フェローテックセラミックス(東京)
アリオンテック株式会社(山形)

海 外

杭州大和熱磁電子有限公司(中国杭州市)
杭州先進石英材料有限公司（中国杭州市）
杭州晶鑫科技有限公司（中国杭州市）
上海申和熱磁電子有限公司(中国上海市)
上海漢虹精密機械有限公司(中国上海市)
上海漢虹国際貿易有限公司(中国上海市)
香港漢虹新能源装備集団有限公司(香港)
台湾飛羅得股份有限公司(台湾)
Ferrotec Korea Co., Ltd. (韓国)
Ferrotec Green Energy Korea Corporation(韓国)
Ferrotec Corporation Singapore Pte.Ltd.(シンガポール)
Ferrotec(USA) Corporation(アメリカ)
Ferrotec Material Solutions, Inc. (アメリカ)
Ferrotec GmbH(ドイツ)
Ferrotec Ltd.(イギリス)
Ferrotec S.A.(スペイン)
Ferrotec S.R.L.(イタリア)
Ferrotec SARL(フランス)
SCTB NORD(ロシア)

取締役
代表取締役社長 山 村 　 　 章
代表取締役副社長 山 村 　 　 丈
代表取締役副社長 賀 　 　 賢 漢
取 締 役 小 松 　 輝 寿
社 外 取 締 役 中 塚 　 勝 人
社 外 取 締 役 吉 田 　 浩 二
社 外 取 締 役 島 田 　 忠 男

監査役
常勤社外監査役 宮 田 　 賢 一
社 外 監 査 役 井 上 　 　 朗
社 外 監 査 役 片 山 　 茂 雄
社 外 監 査 役 福 森 　 久 美
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